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岐 阜 県 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 及 び 岐 阜 県 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、

設 備 及 び 運 営 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
 

岐 阜 県 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 岐 阜 県 条 例 第 八 十 四 号 ） 新 旧 対 照 表 （ 第 一 条 関 係 ）  

 

（ 新 ）  （ 旧 ）  

 

目 次   略  

 

目 次   略  

 

第 一 章 か ら 第 六 章 ま で   略  

 

第 一 章 か ら 第 六 章 ま で   略  

  

第 七 章  就 労 継 続 支 援 Ａ 型  第 七 章  就 労 継 続 支 援 Ａ 型  

  

第 七 十 条 及 び 第 七 十 一 条   略  第 七 十 条 及 び 第 七 十 一 条   略  

  

（ 運 営 規 程 ）   

第 七 十 一 条 の 二  就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 所 ご と に 、 次

に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な け れ ば な ら

な い 。  

一  営 業 日 及 び 営 業 時 間  

二  就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 内 容 （ 生 産 活 動 に 係 る も の を 除 く 。 ） 並 び に 利 用 者 か ら

受 領 す る 費 用 の 種 類 及 び そ の 額  

三  就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 内 容 （ 生 産 活 動 に 係 る も の に 限 る 。 ） 、 賃 金 及 び 第 七 十

九 条 第 三 項 に 規 定 す る 工 賃 並 び に 利 用 者 の 労 働 時 間 及 び 作 業 時 間  

四  通 常 の 事 業 の 実 施 地 域  

五  第 七 条 各 号 （ 第 四 号 を 除 く 。 ） に 掲 げ る 事 項  

 

  

第 七 十 二 条 か ら 第 七 十 七 条 ま で   略  第 七 十 二 条 か ら 第 七 十 七 条 ま で   略  

  

（ 就 労 ）  （ 就 労 ）  

第 七 十 八 条   略  第 七 十 八 条   略  

２   略  ２   略  

３  就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 就 労 の 機 会 の 提 供 に 当 た っ て は 、 利 用 者 の 就 労 に

必 要 な 知 識 及 び 能 力 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 そ の 希 望 を 踏 ま え た も の と し な け
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れ ば な ら な い 。  

  
（ 賃 金 及 び 工 賃 ）  （ 賃 金 及 び 工 賃 ）  

第 七 十 九 条   略  第 七 十 九 条   略  

２  就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 生 産 活 動 に 係 る 事 業 の 収 入 か ら 生 産 活 動 に 係 る 事

業 に 必 要 な 経 費 を 控 除 し た 額 に 相 当 す る 金 額 が 、 利 用 者 に 支 払 う 賃 金 の 総 額 以 上

と な る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

 

３ 及 び ４   略  ２ 及 び ３   略  

５  第 三 項 の 規 定 に よ り 雇 用 契 約 を 締 結 し て い な い 利 用 者 そ れ ぞ れ に 対 し 支 払 わ れ

る 一 月 当 た り の 工 賃 の 平 均 額 は 、 三 千 円 を 下 回 っ て は な ら な い 。  

４  第 二 項 の 規 定 に よ り 雇 用 契 約 を 締 結 し て い な い 利 用 者 そ れ ぞ れ に 対 し 支 払 わ れ

る 一 月 当 た り の 工 賃 の 平 均 額 は 、 三 千 円 を 下 回 っ て は な ら な い 。  

  

第 八 十 条 か ら 第 八 十 三 条 ま で   略  第 八 十 条 か ら 第 八 十 三 条 ま で   略  

  

（ 準 用 ）  （ 準 用 ）  

第 八 十 四 条  第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 九 条 ま で 、 第 二 十 四 条 か ら 第 二 十

六 条 ま で 、 第 二 十 八 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 、 第 三 十 四 条       、 第 四 十 一

条 、 第 四 十 五 条 か ら 第 四 十 九 条 ま で 及 び 第 五 十 三 条 の 規 定 は 、 就 労 継 続 支 援 Ａ 型

の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 十 七 条

第 一 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 七 条 第 一 項 」 と 、 「 療 養

介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 第 二 十 八 条

第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 二 十 八 条 第 二 項 」 と 、 同 項

第 三 号 中 「 第 三 十 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 条

第 二 項 」 と 、 同 項 第 四 号 中 「 第 三 十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い

て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 二 項 」 と 、 第 十 六 条 第 一 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は

「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」 と 、 第 十 七 条 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と

あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 十 八 条 中 「 前 条 」 と あ る の は 「 第 八 十

四 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
第 八 十 四 条  第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 九 条 ま で 、 第 二 十 四 条 か ら 第 二 十

六 条 ま で 、 第 二 十 八 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 、 第 三 十 四 条 、 第 三 十 六 条 、 第 四 十 一

条 、 第 四 十 五 条 か ら 第 四 十 九 条 ま で 及 び 第 五 十 三 条 の 規 定 は 、 就 労 継 続 支 援 Ａ 型

の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 十 七 条

第 一 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 七 条 第 一 項 」 と 、 「 療 養

介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 第 二 十 八 条

第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 二 十 八 条 第 二 項 」 と 、 同 項

第 三 号 中 「 第 三 十 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 条

第 二 項 」 と 、 同 項 第 四 号 中 「 第 三 十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 八 十 四 条 に お い

て 準 用 す る 第 三 十 二 条 第 二 項 」 と 、 第 十 六 条 第 一 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は

「 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」 と 、 第 十 七 条 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と

あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 十 八 条 中 「 前 条 」 と あ る の は 「 第 八 十

四 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

  

第 八 章 及 び 第 九 章   略  第 八 章 及 び 第 九 章   略  

  

附  則   略  附  則   略  
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岐 阜 県 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 岐 阜 県 条 例 第 八 十 五 号 ） 新 旧 対 照 表 （ 第 二 条 関 係 ）  

 

（ 新 ）  （ 旧 ）  

 

目 次   略  

 

目 次   略  

 

第 一 章 か ら 第 十 章 ま で   略  

 

第 一 章 か ら 第 十 章 ま で   略  

  

第 十 一 章  就 労 継 続 支 援 Ａ 型  第 十 一 章  就 労 継 続 支 援 Ａ 型  

  

第 百 六 十 一 条 か ら 第 百 六 十 五 条 ま で   略  第 百 六 十 一 条 か ら 第 百 六 十 五 条 ま で   略  

  

（ 就 労 ）  （ 就 労 ）  

第 百 六 十 六 条   略  第 百 六 十 六 条   略  

２   略  ２   略  

３  指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 就 労 の 機 会 の 提 供 に 当 た っ て は 、 利 用 者 の 就

労 に 必 要 な 知 識 及 び 能 力 の 向 上 に 努 め る と と も に 、 そ の 希 望 を 踏 ま え た も の と し

な け れ ば な ら な い 。  

 

  

（ 賃 金 及 び 工 賃 ）  （ 賃 金 及 び 工 賃 ）  

第 百 六 十 七 条   略  第 百 六 十 七 条   略  

２  指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 生 産 活 動 に 係 る 事 業 の 収 入 か ら 生 産 活 動 に 係

る 事 業 に 必 要 な 経 費 を 控 除 し た 額 に 相 当 す る 金 額 が 、 利 用 者 に 支 払 う 賃 金 の 総 額

以 上 と な る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

 

３ 及 び ４   略  ２ 及 び ３   略  

５  第 三 項 の 規 定 に よ り 雇 用 契 約 を 締 結 し て い な い 利 用 者 そ れ ぞ れ に 対 し 支 払 わ れ

る 一 月 当 た り の 工 賃 の 平 均 額 は 、 三 千 円 を 下 回 っ て は な ら な い 。  
４  第 二 項 の 規 定 に よ り 雇 用 契 約 を 締 結 し て い な い 利 用 者 そ れ ぞ れ に 対 し 支 払 わ れ

る 一 月 あ た り の 工 賃 の 平 均 額 は 、 三 千 円 を 下 回 っ て は な ら な い 。  

６  賃 金 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 工 賃 の 支 払 に 要 す る 額 は 、 原 則 と し て 、 自 立 支 援 給

付 を も っ て 充 て て は な ら な い 。 た だ し 、 災 害 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 が あ る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

  

第 百 六 十 八 条 か ら 第 百 七 十 一 条 ま で   略  第 百 六 十 八 条 か ら 第 百 七 十 一 条 ま で   略  

  

（ 運 営 規 程 ）   

第 百 七 十 一 条 の 二  指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 者 は 、 指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 事 業 所  
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ご と に 、 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お か な

け れ ば な ら な い 。  
一  利 用 定 員  

二  指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 内 容 （ 生 産 活 動 に 係 る も の を 除 く 。 ） 並 び に 支 給 決

定 障 害 者 か ら 受 領 す る 費 用 の 種 類 及 び そ の 額  

三  指 定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 内 容 （ 生 産 活 動 に 係 る も の に 限 る 。 ） 、 賃 金 及 び 第

百 六 十 七 条 第 三 項 に 規 定 す る 工 賃 並 び に 利 用 者 の 労 働 時 間 及 び 作 業 時 間  

四  サ ー ビ ス の 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

五  非 常 災 害 対 策  

六  第 三 十 条 各 号 （ 第 四 号 を 除 く 。 ） に 掲 げ る 事 項  

  

（ 準 用 ）  （ 準 用 ）  

第 百 七 十 二 条  第 九 条 か ら 第 十 七 条 ま で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二

十 三 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 九 条 ま で 、 第 四 十 九 条 、 第 五 十 六 条

か ら 第 五 十 九 条 ま で 、 第 六 十 五 条 、 第 六 十 七 条 か ら 第 六 十 九 条 ま で 、 第 七 十 二 条

か ら 第 七 十 四 条 ま で 、 第 七 十 八 条 、 第 八 十 四 条 か ら 第 八 十 六 条 ま で 、 第 八 十 八 条

か ら 第 九 十 条 ま で 、 第 百 三 十 七 条 、 第 百 三 十 八 条 及 び 第 百 五 十 九 条 の 規 定 は 、 指

定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項

中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 一 条 の 二            」 と 、 第

二 十 条 第 二 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 百

三 十 七 条 第 一 項 」 と 、 第 二 十 三 条 第 二 項 中 「 第 二 十 一 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第

百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 七 条 第 二 項 」 と 、 第 五 十 六 条 第 一 項 中 「 次

条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」 と 、 「 療 養

介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 五 十 七 条 中 「 療 養 介 護 計

画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 五 十 八 条 中 「 前 条 」 と あ る の は

「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 、 第 七 十 四 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 五 十

七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 第 一 項 」

と 、 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 同 項 第 二 号 中

「 第 五 十 二 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 十 九 条 第 一

項 」 と 、 同 項 第 三 号 中 「 第 六 十 四 条 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す

る 第 八 十 六 条 」 と 、 同 項 第 四 号 中 「 第 七 十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二

条 に お い て 準 用 す る 第 七 十 二 条 第 二 項 」 と 、 同 項 第 五 号 及 び 第 六 号 中 「 次 条 」 と

あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 」 と                               

                      、 第 九 十 条 第 一 項 中 「 前 条 」 と

あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

第 百 七 十 二 条  第 九 条 か ら 第 十 七 条 ま で 、 第 十 九 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二

十 三 条 、 第 二 十 七 条 、 第 三 十 四 条 か ら 第 三 十 九 条 ま で 、 第 四 十 九 条 、 第 五 十 六 条

か ら 第 五 十 九 条 ま で 、 第 六 十 五 条 、 第 六 十 七 条 か ら 第 六 十 九 条 ま で 、 第 七 十 二 条

か ら 第 七 十 四 条 ま で 、 第 七 十 八 条 、 第 八 十 四 条 か ら               

  第 九 十 条 ま で 、 第 百 三 十 七 条 、 第 百 三 十 八 条 及 び 第 百 五 十 九 条 の 規 定 は 、 指

定 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 九 条 第 一 項

中 「 第 三 十 条 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 八 十 七 条 」 と 、 第

二 十 条 第 二 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 百

三 十 七 条 第 一 項 」 と 、 第 二 十 三 条 第 二 項 中 「 第 二 十 一 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第

百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 七 条 第 二 項 」 と 、 第 五 十 六 条 第 一 項 中 「 次

条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 次 条 第 一 項 」 と 、 「 療 養

介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 五 十 七 条 中 「 療 養 介 護 計

画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 第 五 十 八 条 中 「 前 条 」 と あ る の は

「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 、 第 七 十 四 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 五 十

七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 第 一 項 」

と 、 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 計 画 」 と 、 同 項 第 二 号 中

「 第 五 十 二 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 十 九 条 第 一

項 」 と 、 同 項 第 三 号 中 「 第 六 十 四 条 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す

る 第 八 十 六 条 」 と 、 同 項 第 四 号 中 「 第 七 十 二 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 百 七 十 二

条 に お い て 準 用 す る 第 七 十 二 条 第 二 項 」 と 、 同 項 第 五 号 及 び 第 六 号 中 「 次 条 」 と

あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 」 と 、 第 八 十 七 条 中 「 第 九 十 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第

百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 九 十 条 第 一 項 」 と 、 第 九 十 条 第 一 項 中 「 前 条 」 と

あ る の は 「 第 百 七 十 二 条 に お い て 準 用 す る 前 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
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第 十 二 章 か ら 第 十 六 章 ま で   略  第 十 二 章 か ら 第 十 六 章 ま で   略  

  
附  則   略  附  則   略  

 

 


